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榛原庁舎 ☎㉓0001

▲
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議
会
６
月
３
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
６
月
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
瀧
口　
☎
（
23
）
０
０
５
０

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

令
和
６
年
度
の
２
回
目
の
補
正
で
、

６
億
５
７
６
３
万
５
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
２
３
億
７
７
２
５

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
で
は
、「
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を

活
用
し
た
所
得
税
お
よ
び
個
人
住
民
税

の
定
額
減
税
を
補
足
す
る
た
め
の
給
付

金
や
、
新
た
な
住
民
税
非
課
税
世
帯
や

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
世
帯

へ
の
給
付
金
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
事
業
に
係
る
経
費
、
相
良

庁
舎
電
気
設
備
更
新
工
事
な
ど
の
経
費

に
つ
い
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

令
和
６
年
度
の
３
回
目
の
補
正
で
、

２
１
５
万
９
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を
２
２
３
億
７
９
４
１
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
て
令
和
２
年
度
か
ら
３

年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
、
経
済
変
動

対
策
貸
付
資
金
利
子
補
給
金
の
精
算
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
措
置
を
行

い
ま
し
た
。

牧
之
原
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
震
や
降
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
に
よ

り
、
家
屋
の
倒
壊
が
発
生
す
る
状
況
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

を
推
進
し
住
民
の
安
全
と
安
心
の
確
保

を
図
る
た
め
、
地
元
負
担
金
率
を
軽
減

す
る
よ
う
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
▼
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市
議
会

議
員
及
び
牧
之
原
市
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
▼
牧
之
原
市
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
公
の
施
設
の
廃
止
又
は
長
期

か
つ
独
占
的
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之
原
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
▼
牧
之
原
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之
原

市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

募
集
「
夢
を
か
な
え
る
私
に
な
る
」
看
護
へ
の
進
学
を
検
討
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

静
岡
県
中
部
看
護
専
門
学
校
で
は
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
榛
原
総
合
病
院
組
合　
☎
（
22
）
９
５
１
０

　

志
太
榛
原
地
域
に
根
ざ
し
た
看
護
師

養
成
機
関
で
あ
る
公
立
の
静
岡
県
中
部

看
護
専
門
学
校
で
は
、
令
和
７
年
度
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
多
く
が
榛
原
総
合
病
院
を

は
じ
め
、
こ
の
地
域
の
医
療
機
関
で
勤

務
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
看
護
師
に
な
る
と
い
う
強
い

気
持
ち
を
持
っ
た
あ
な
た
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
学
生
募
集（
入
試
案
内
）

［
推
薦
入
試
］

出
願
期
間　
９
月
２
日
月
～
12
日
木　

午
後
５
時
（
簡
易
書
留
で
必
着
）

試
験
日　
10
月
11
日
金
（
学
科
・
面
接
）

受
験
資
格　
高
等
学
校
を
令
和
７
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人

［
一
般
入
試
］

出
願
期
間　
11
月
５
日
火
～
14
日
木　

午
後
５
時
（
簡
易
書
留
で
必
着
）

試
験
日　
12
月
12
日
木
（
学
科
）

13
日
金
（
面
接
）

受
験
資
格　
▼
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
▼
令
和
７
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

［
共
通
］

募
集
要
項
請
求
方
法　
封
筒
の
表
に

「
募
集
要
項
等
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
、

角
２
型
の
返
信
用
封
筒
（
宛
名
明
記
、

２
５
０
円
分
の
切
手
貼
付
（
10
月
以
降

は
改
定
料
金
の
切
手
））
を
同
封
し
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
・
問
い
合
わ
せ

〒
４
２
５-

０
０
３
５

焼
津
市
東
小
川
１
丁
目
６-

９

組
合
立
静
岡
県
中
部
看
護
専
門
学
校

☎
０
５
４
（
６
２
９
）
４
３
１
１

　

０
５
４
（
６
２
９
）
４
３
１
３

榛
原
総
合
病
院
組
合

看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
制
度

　

看
護
師
を
目
指
す
皆
さ
ん
を
奨
学
金

で
応
援
し
ま
す
。
榛
原
総
合
病
院
へ
の

就
職
希
望
者
は
、
徳
洲
会
奨
学
金
制
度

と
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

最
大
で
月
額
10
万
円
の
貸
与
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

学
校
区
分　
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門

学
校
な
ど
の
区
分
は
問
い
ま
せ
ん
。

貸
付
限
度
額　
月
額
５
万
円
（
徳
洲
会

と
併
用
の
場
合
は
月
額
10
万
円
）

貸
与
期
間　
正
規
の
修
学
期
間

返
還
の
免
除　
看
護
師
な
ど
の
免
許
取

得
後
に
、
常
勤
の
看
護
師
と
し
て
貸
与

の
期
間
と
同
じ
期
間
を
規
定
施
設
（
牧

之
原
市
や
吉
田
町
内
の
医
療
施
設
な

ど
）
で
勤
務
す
る
と
、
奨
学
金
の
返
還

が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
榛
原
総
合
病
院
組
合　

遠
藤　

☎
（
22
）
９
５
１
０

FAX

10
月
か
ら
支
給
対
象
が
拡
充

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
子
育
て
課　
藤
田　
☎
（
23
）
０
０
７
１

子
育

　

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月

か
ら
児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
拡
充
さ

れ
ま
す
。

申
請
が
必
要
な
人

拡
充
後
に
新
規
対
象
と
な
る
人

①
高
校
生
年
代
の
児
童
の
み
を
養
育
し

て
い
る
人　

②
現
行
制
度
に
お
い
て
所

得
上
限
額
以
上
の
人

児
童
手
当
を
受
給
中
の
人

③
18
歳
年
度
末
～
22
歳
年
度
末
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
て
、
第
３
子
加
算

の
対
象
と
す
る
人　

④
養
育
し
て
い
る

高
校
生
年
代
の
児
童
と
別
居
し
て
お
り
、

別
居
監
護
の
届
出
を
し
て
い
な
い
人

※
児
童
手
当
を
受
給
中
の
人
で
、
高
校

生
年
代
の
児
童
と
同
居
さ
れ
て
い
る
場

合
、
原
則
申
請
不
要
で
増
額
改
定
を
行

い
ま
す
。

申
請
方
法

　

①
（
児
童
住
所
地
が
市
内
に
限
る
）

と
②
に
該
当
す
る
人
は
、
８
月
下
旬
を

目
安
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

③
と
④
の
人
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
の
上
、
子
ど
も
子
育
て
課
（
さ

ざ
ん
か
）
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
間

９
月
２
日
月
～
10
月
31
日
木

※
令
和
７
年
３
月
31
日
月
ま
で
に
改
正

に
伴
う
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
、
施
行

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

市ホームページ

現行制度 拡充後（10月～）
支給対象 15歳到達後の最初の年度末までの児童 18歳到達後の最初の年度末までの児童
所得制限 所得制限・上限限度額あり 所得制限・上限限度額なし

手当月額

【３歳未満】一律：15,000円
【３歳～小学校修了まで】
・�第 1子、第 2子：10,000円
・�第 3 子以降：15,000円
【中学生】一律：10,000円
【所得制限以上】�一律：5,000円（特例給付）
【所得上限以上】支給なし

【３歳未満】
・�第１子、第２子：15,000円
・�第３子以降：30,000円

【３歳～18歳到達後の最初の年度末まで】
・第１子、第２子：10,000円
・第３子以降：30,000円

第３子の
算定基準

18歳到達後の最初の年度末までの児童を含
める

22歳到達後の最初の年度末までの児童を含
める

支給月 ２月・６月・10月
※支給月前 4カ月分を支給

偶数月　※支給月前 2カ月分を支給
（１回目の支給日は 12月12日木）

現行制度と制度拡充後の比較

発
信
市
が
持
つ
魅
力
や
地
域
資
源
な
ど
を
国
内
外
に
広
く
発
信

「
静
岡
ま
き
の
は
ら
大
使
」
を
委
嘱
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課　
横
山　
☎
（
23
）
０
０
４
０

　

市
で
は
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
市
出
身
者
や
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
著
名
人
な
ど
に
「
静
岡
ま
き
の

は
ら
大
使
」
を
委
嘱
し
、
市
が
持
つ
魅

力
や
地
域
資
源
な
ど
を
国
内
外
に
広
く

発
信
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
細
江
区
出
身
で
「
２
０

２
３　

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス　

日
本
代

表
」
の
宮み

や

崎ざ
き

莉り

緒お

さ
ん
に
大
使
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

委
嘱
対
象
者
（
敬
称
略
）

宮
崎
莉
緒
（
細
江
区
出
身　

21
歳
）

　

�

大
学
生
、「
２
０
２
３　

ミ
ス
・
ユ

ニ
バ
ー
ス　

日
本
代
表
」

　

　

委
嘱
式
は
、
プ
ロ
野
球
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
の
村む

ら

松ま
つ

開か
い

人と

選
手
の
後
援
会
員
や

同
行
し
た
市
民
な
ど
約
80
人
が
見
守
る

中
、
７
月
20
日
に
バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー
ム

ナ
ゴ
ヤ
（
名
古
屋
市
東
区
）
で
行
わ
れ
、

杉
本
市
長
か
ら
宮
崎
さ
ん
に
委
嘱
状
と

大
使
の
名
刺
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
育
っ
て
き

た
故
郷
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
こ
と
に

誇
り
と
責
任
感
を
感
じ
る
。
恩
返
し
の

気
持
ち
で
行
い
た
い
」
と
大
使
の
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
け
が
で
離
脱
中
の
村
松
選
手

に
も
、
一
軍
復
帰
後
に
委
嘱
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

市長から委嘱状を受け取る宮崎さん㊨

宮崎さん㊥と村松選手の後援会員や市民らとの記念写真

ホームページ
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